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MPF（maturation/M phase-promoting factor、卵成熟/Ｍ期促進因子）は、元来、成熟を開始した卵の細胞質がもつ卵成熟誘起活性として、40年ほど前にその存在が示された。そのあと何度かの変容を経て、現在は、MPFは真核細胞に普遍的に細胞周期のＭ期をもたらし、その分子実体はcyclin B-Cdk1であるというのが通念となっている。しかし、はたしてMPFとcyclin B-Cdk1は同義なのであろうか？本セミナーではこの点について、近年のキナーゼとフォスファターゼのバランスの再評価をふまえて、再考してみたい。MPFには、cyclin B-Cdk1だけでなくGreat wall kinase（Gwl；PP2Aの抑制因子）も必須であることを、我々の実験結果は示している。
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